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富

山

の

孫

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
退
職
す
る
と
き

大
学
で
致
え

な
い
か
と
誘
い
を
受
け
た
。

家
族
に
話
す
と

二
人
の
子
供
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
反
対
し
た
。

中
で
も
強
く
反
対
し
た
の
が
ま
だ
大
学
生
だ

っ
た
末
娘

「
お
父
さ
ん
は
人
を
教
え
ら
れ
る

よ
う
な
立
派
な
人
で
は
な
い
。

学
生
が
迷
惑

す
る
」
と
言
っ
た
。

そ
ん
な
事
情
は
あ
っ
た
が
、

海
外
特
派
員

時
代
の
得
難
い
体
験
を
若
者
に
引
き
継
ぐ
の

も
役
割
の
一つ
だ
ろ
う
と
考
え
て
引
き
受
け
た
。

教
え
て
い
る
と
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
若
者
に
で

く
わ
す
。

事
業
は
振
る
わ
な
い
が
野
球
部
で

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
学
生
が

ゼ
ミ
に
入
っ
て
来
た
。

話
を
聞
く
と
小
中
学

生
の
と
き
に
い
じ
め
っ
子
と
い
じ
め
ら
れ
っ

子
の
体
験
が
あ
る
と
い
う
。

ガ
キ
大
将
だ
っ

た
が

あ
る
時
自
分
が
意
識
し
な
い
ま
ま
弱

い
女
の
子
を
い
じ
め
て
し
ま
い

そ
れ
が
き
っ

か
け
で
子
分
が
離
れ

護
も
日
を
き
い
て
く

れ
な
く
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

己
の
非
は
分
か

っ
て
い
る
。
し
か
し
友
達
は
離
れ
て
行
っ
て
し

ま
っ
た
。

ど
う
し
た
ら
元
の
仲
間
に
な
れ
る

の
か

悩
ん
で
真
剣
に
考
え
た
と
彼
は
言
っ
た
。

小林和曳([ばやし か すⅢ)
1040年長野県生まれ 東京,卜語文

字ロシア語科を=奏 後NH(記 キツ
ビエトロ,ア=ャ巨当しモスクワ ウィー

ンの特旅員 モスクウ支局長を2使

勤い海外壁在ⅢⅢ4年 92年にソ連
崩腹の寄道【窮池電賞 03年ソ連
ロシアの官観報道てモスクヮシャー

ナリスト同盟寅雪質 海'|ウィークリ
ーⅢNHKス ペシャル「21世紀への

=流 」や「21世紀の証言Jなどのキ
iスター ラシオタコ幅 集長をつとめる

黛試主幹を盗て作う■虚大学4与任
教授 EttI!tイ ストクラブ理革
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小
林
　
和
男
さ
ん

突
破
口
は
あ
る
国
や
っ
て
来
た
。

ク
ラ
ス
全
体

が
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
き

彼
の

発
言
で
実
い
が
起
き

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
元

の
よ
う
な
友
こ
の
関
係
が

尿
っ
た
の
だ
と
い

う
。

「
考
え
て
、

考
え
て
実
い
を
取
っ
た
」
と
彼

は
表
現
し
た
。

仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
体
験
が
彼
を
成
長
さ

せ
た
ど
風
配
り
だ
。

刀
キ
大
将
が
社
会
を
理

解
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

就
職
試
験
の
作

文
の
課
題
に
私
は
そ
の
体
験
を
さ
い
た
ら
と

勧
め
た
。

入
社
決
定
の
通
知
に

「
良
い
学
生

を
送
っ
て
頂
い
て
感
謝
す
る
」
と
い
う
役
員
か

ら
の
手
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

お
礼
の
返

事
を
言
き
な
ど

う

教
え
る
こ
と
の
面
白
さ

を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
こ
と
だ
っ
た
。

あ
る
年
学
生
が
研
究
室
に
や
っ
て
来
て
ゼ

ミ
に
入
れ
て
欲
し
い
と
言
う
。

成
績
が
悪
い

か
ら
ダ
メ
だ
と
断
っ
た
が
ど
う
し
て
も
と
言

う
。

「僕
は
今
ま
で
何
を
や
っ
て
も
中
遠
半
端

だ
っ
た
。

根
性
を
叩
き
直
す
た
め
先
生
の
ゼ

ミ
で
や
り
た
い
」
と
言
う
。

真
剣
だ
。

話
を
聞

く
う
ち
に

週
に
何
回
か
は
両
親
と
一緒
に
タ

飯
を
食
べ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
ア
イ
デ
ア
が
ひ
ら
め
い
て
学
生
を
ゼ

ミ
に
受
け
入
れ
た
。

毎
適
ゼ
ミ
で
取
り
上
げ
た
問
題
を
家
庭
に

お
ち
帰
リ

タ
食
の
と
き
両
親
に
説
明
す
る
。

そ
の
結
果
を
リ
ポ
ー
ト
に
し
て
提
出
す
る
と

い
う
約
束
を
さ
せ
た
。

家
族
が
ど
ん
な
反
応

を
す
る
だ
ろ
う
か
つ

初
め
は
予
想
通
り
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
テ
レ

ビ
の
お
実
い
吾
組
な
ど
を
見
な
が
ら
食
事
を

し
て
い
た
息
子
が

あ
る
国
突
然
ま
じ
め
な

大
学
で
の
授
業
の
話
を
始
め
意
見
を
求
め
た
。

親
は
び
っ
く
り
し

母
親
は
実
っ
て
取
り
合
わ

な
か
っ
た
と
い
う
。

だ
が
息
子
は
真
剣
だ
。

約

束
通
り
や
ら
な
い
と
ゼ
ミ
か
ら
放
り
出
さ
れ

る
。

息
子
の
真
剣
な
態
度
が
次
第
に
両
親
を

動
か
す
様
子
が
毎
回
の
リ
ボ
ー
ト
に
現
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

明
ら
か
に
家
族
が
対
話
を

楽
し
み
始
め
て
い
た
。

そ
の
成
長
を
見
て
い
る
と

企
業
は
こ
う

い
う
学
生
を
欲
し
い
だ
ろ
う
と
想
像
で
き
た
。

予
想
通
り
就
職
が
決
ま
っ
て
報
告
に
き
た
彼

に
習
取
終
の
役
員
面
接
に
行
く
埼
お
父
さ
ん

は
君
に
何
と
言
っ
た
か
」
と
尋
ね
た
。

頑
張
っ

て
こ
い
と
い
う
の
が
普
通
だ
ろ
う
。

だ
が
父

親
の
言
葉
は
違
っ
た
。

「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
来

た
こ
と
を
存
分
に
発
揮
し
て
こ
い
」
だ
っ
た

と
い
う
。

毎
週
息
子
の
勉
強
に
つ
さ
あ
っ
て
き

た
親
だ
か
ら
出
た
言
葉
だ
ろ
う
。

テ
レ
ビ
を
職
業
に
し
て
来
た
私
だ
が

食

事
の
と
き
は
テ
レ
ビ
を
消
せ
と
言
っ
て
い
る
。

親
子
が
顔
を
合
わ
せ
話
し
な
が
ら
食
事
を
す

れ
ば
、

親
は
子
の
悩
み
も
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ

う
し
、

何
よ
り
も
子
の
成
長
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
だ
ろ
う
。

大
学
の
先
生
に
な
る
こ
と
に
強
く
反
対
し

た
末
娘
は

縁
あ
っ
て
黒
部
出
身
の
好
男
子

と
知
り
合
い
結
婚
し
て

黒
部
で
二
人
で
犬

狙
病
院
を
や
っ
て
い
る
。

娘
に
は
そ
れ
ほ
ど
悪

い
先
生
で
も
な
さ
そ
う
だ
と
体
験
を
話
し
た
。

二
人
に
は
も
う
す
ぐ
子
供
が
生
ま
れ
る
。

娘

た
ち
は
そ
の
子
の
教
育
の
た
め
に
居
間
か
ら

テ
レ
ビ
を
な
く
し
た
。

富
山
生
ま
れ
の
孫
は

き
っ
と
良
い
子
に
育
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

富

山
と
の
緑
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
。

富
山
が
良

く
な
ら
な
い
と
私
は
因
る
の
だ
。



聞会接拶 会
貞
と
置
山
県
技
び
公
民
拙
ｒ
の
情
報
交

流
の
鳴
で
あ
る

と
や
ま
フ
ァ
ン
倶
央
部
会
出

さ
一空
こ

が
７
月
理
口
（火
）
に
ホ
テ
ル
フ
ロ

ラ
ン
オ
ン
青
山
（東
京
）
で
的
に
名
の
会
員
の

皆
本
の
参
加
の
も
と
産
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
．

会
場
に
は
宮
山
の
新
鮮
な
魚
や
地
酒
の
ほ

か

一
常
山
牛
の
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
」
や

「
豆

マ
ク
ロ
」

「
深
層
水
あ
わ
び
」

「
シ
ロ
エ
ビ
」

を
使
っ
た
料
押
を
犀
意
し

Ａム
阜
の
皆
様
に
高

山
の
味
を
堪
た
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

示

崚
に
富
ん
だ
こ
助
言

こ
提
冥
を
多
く
い
た

だ
さ
ま
し
た
．

石井知事

乾杯

氷見きときと魚大使の

大地誠さん (歌手)

川田代表世話人

接拶

綿員衆議院議員

新規会員の皆様の紹介

工
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Ｅ
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コ
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開会接,)

長勢衆議院議員

四方県議会議長

お礼の言葉

いきいき富山館からのお知らせ



とやまの人づくり事業の紹介

学
術
研
究
部
門
分
子
生
物
母

加
藤

幸
成

氏

富
山
大
学
大
学
院
医
学
票
学
研
究
部

助
教

阿
部

　

肇

氏

学
術
研
究
部
門
俄
を対科
置

学
術
研
究
部
門
緩
能
物
質
化
母

テ
キ
サ
ス
大
学
Ｍ
Ｄ
ア
ン
タ
ー
ソ
ン
癌
セ
ン
タ
ー

研
究
員

東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科

准
教
授

百
生

　

敦

氏

芸
術
文
化
部
門
佼
ロ映

画
監
首

細
田

　

守

氏

（数
）
物
質
・材
料
研
究
機
構

研
究
員

康
回

憲
之

氏

とやま営とは
「とやま賞」は、密山県の置県百年を記念し 富山県の引▼来を担う有為な人材の百成に資する目的をもつて昭和59年に割殿され 今回で25

回目を迎えました。
受自対象者は、四山県出身者又は富山県内在住者とし 学lll研究、発明発見 芸lll文化及びスポーツの分野において顕富な業市Rを挙げ かつ

将来の活題が期イ亨される個人又は団体を対象としており 県内外で活踏されている方を表彰し その活動を奨Fllしております。
今年度の贈呈式及び翌念摘演会は 5月 22日 (木)に自山国際会璃賜メインホールで行われ 学術研究部F弓で3名 発開発見部門で1名 芸術

文化部内で1もの、StSこの方々が受賞されました。

■贈呈式

◆あいさつ/理 事長 中沖 豊
◆選考経過報告/選 考委員長 金 岡 祐 ―

◆「とやま自」贈呈

◆祝辞/菖 山県知事 石 井 隆 一

目山県議会議長 四方 正 治
◆各受貞者の言葉

■記念講演
◆ 講 師 丸 山 茂 徳 氏 陳京工東大学大学院教授)

◆演題 「21世紀の人間社会と富山
一 地球温暖化?寒冷化?一 ―」

丸山先生は、今後地球は温
暖化するのではなく、寒冷化
に向かうということを数多く
のデータを示しながら説明さ
れました。また、人口増加によ
る世界的な資源不足、食糧不
足が2020年 から始まる「2020

年問題」についても言及され
るなど、興味深い話が満載の
議演でした。

0



( 惧 楽部の会員の皆様などにご協力をいただきながら行った事業を紹介いたします。ノ

子どもたちにいろいろな可能性を材めた夢を数多く持つてもらい、自分の

将宋について考えてもらうため、将来の夢を書いた作文を募集 し、優秀者を各

分野の第一人者のもとに派遣する事業です。

今年度は650作 品の応募があり、その中から選ばれた6名の子どもたちに、

車休み期間中、夢に一歩近づいてもらうために、短期入門 してもらいました。

滑川市立滑〕中学綬 1年  北 '‖   墓 さん

「昧色形の組み合わせで人を喜ばせる
パティシエになりたい。」という夢を抱き

ながら(株)アーシュ ツジグチの辻口博
啓さんとモカ洋実子店の西尾白紀夫さん
のもとに短期入門しました。

射水市立射北中学校2年  恕 名   菌 さん

「昆虫の不思説や魅力を伝える昆虫学

者になりたい。Jという夢を抱きながら京

都大学大学院の藤崎憲治さん (農学研究

科教授)のもとに短期入門しました。

滑"市 立早月中学校2年 和 国 高 汰 さん

「お客さんを感動させるプロサ ッカー

選手になりたし、」という夢を抱きながら(株)

カターレ富山に短tt49入門しました。

小学生の言「

滑川市立西部小学校5年 松 本  花 林さん

「ア トピー性皮虐炎で悩む患者さんを

救う皮膚科医になりたい。Jという夢を抱
きながら国立成育医療センターの大矢幸

弘さん(アレルギー科医長)のもとに短期

入門しました。

高岡市立伏木小学校6年  飯 団 絵 黎 奈 さん

「人 を実顔にする魔法のデザー トを作

りたい。」という夢を抱きながら (株)アー

シユ ツジグチの辻口博啓さんとモカ洋

菓子店の西尾由紀夫さんのもとに短期入

門しました。

南栃市立福野」博 枝6年 砂 土 居 真央 さん

「人々の魂を提さぶるホルン奏者にな

りたい。」という夢を抱きながらNHK交

響楽回の松崎裕さん(首席ホルン奏者)の

もとに短期入P5しました。



～皆様からのメッセージの一部紹介～

今年度の会員交流会 (7月 22日 (火)開 催)の ご案内にあわ
せて皆様からいただきましたメッセージを、当財団のホームベー

ジ (http:〃www t―h■o orjp/fan′set06 htm)に 掲載させて

いただしヽております。 「喜山県への助言Jの 一部をご紹介します。

アシア 欧米 アフリカを簡
わず 言少年の小―ムスティ
と学校受け入れを活発にし
ては夕D何力ヽ

県の観光宣伝を全国的に。特
に海起しの立山連には世界
に誇れる風景であり 観光資
源である。

日本一住みやすい県、教育県

自慢できる県 美 しい県 食
へものの美味しい県、今後共
PRに 励んで下さい。

県内の各市町村と他府県と

の産業 文化 観光事業の相
互交流促造の為の拠点づく
りの拡大を。

豊かな産物を「地域ブランドJ
として大々的にPRす べき。
観光誘致にもつと力を入れ
るべきではなしヽでしようか。

立山のすばらしさをもつと

もつと宣伝すること 特に海

外向けに。

すばらしい観光地が数多く
ある力ヽ 滞在宿泊型の誘致、
集宮プランを練り上げてい
たたきたい。

自信を持つて県産品の売込
みを |

アジアの国々との友好都市
拡大交流の促進。

東海北隆自動車道の全線開通

北陸新幹線の近々完成に向
けて富山県の観光集雷にビ
ユー7f Nイン トを決めて地域

毎に PR政 策を推進 しても
らいたい。(例 五箇山合掌づ

くり、庄川秘峡、氷見海岸の

立山連峰違景、A尾 のおわら

踊り、滑)の ホタルイカ 岩
瀬の森家 e t c )

東京、関西等の大学へ進学じ

た学生詣書が一人でも多く

卒業後 帰郷する様に魅力あ
る企業の誘致を受に拡大 し

続けて頂きたい。県の大□減

少を喰い止めるためにも  。

富山の住みよさを PRす る
のに とかく持家率の高さ
居住面積の広さなど物的な
もので表現しがちでありま
すが 自山の人々のポランテ
イア活動(スポーッ 文化活
動の畳かさ 自然と親しみ

自然と溶け込んた生活なと

精神的なもので、訴えた方が
よいのではないか。

富山の優れた点をもつとも
つと 誇りをもつて 大げさ

な位 内外に情報発信したら
良い。自分も心がけたい。

仁み良い県、教育県と言われ
ながらなせがスポーツ後造
県の様です。もつとスポーツ

(運動)|こ力を入れて欲しい
と思います。

伏木富山港のインフラを整
備し、高速道賠網の優位性を
生して 日本海て中心的な湾
を目指してほしい。

富山県内から黒四グム等を

見学して、また同じところヘ

戻る観光ツアーがない。(草
で東京から行く場合必要)

自然を大切に。野生の生き物
と人間との共生の道を探求
して下さい。同時に文化の香

り高い県づくりを !

富山県には 未FT R発部分も多
く ことに立山一常にはさら
に開拓すべき観光分野 (立山
温泉 松尾峠等)もあつて一

層振興に力を尽くしていた

たきたいと,し ます。

者F市言「のアンテナショップそ

積極的に 富山のよさ  富

山バワー をアピールしへ「富

山フアンJを増やす。
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冒咄
― カターレ富山

県民サッカークラブチーム「カタTレ 富山JのJリーグ入りが承認されました。
「富山県から」リークチームをJという夢が、クラフ創設1年で実現し、北陸3県 初の 」チームが誕生しま

した。

来季からは」リークデイビジョン2(」2)に参戦し、全国各地で熟い戦いが繰り広げられます。
「」リーグJという夢の舞台で大いに活躍するよう、引き続き、皆さんの温かいご声援をよろしくお願いし

ます。

(問い合わせ先)

富山県地域振興課 TEL:076-444-3114

あなたの応援で富山県を元気に|_元気とやま応援寄附金一

「元気とやま応援寄附金 (ふるさと納税)Jは 、

富山県に寄附をされると、住民税なとが軽河され

る制度です。

′S、るさと富山県の人づくり、地域つくりを応援

したいという皆さんの思いをカタチにしていたた

けます。

皆さんからいただいた寄附は、 「元気とやまの

創造Jの ために大切に活用させていたたきます。

[雫峯蟹審忍昌言雪嘉[マ贈暮獄:]
(問い倉わせ先)

富山県税務課 元 気とやま応援寄附金担当

TELi076-444-3178

富山県H P hitp://―・prefttoyamattp′
「元気とやま応援寄附金Jをクリツクしてください

0



間台先

TOYAMA FAN CLUB

■事務局
財団法人 富山県ひとづくう財団

〒93CIC101 8 富 山県富山市千歳町卜51 富 山県教高記庸龍 2階
TELOフ 6444-2000/FAX076 444 2001
BmamitOyame@th忙 o oLip http:〃www ihito o「,p

■連絡所
富山県東京事務所

〒102‐0093 東 京都千代田区平河町2‐6‐3 都 道府県会館13階
TEL03‐5212-9030/FAX03‐ 5212‐9029

富山県大阪事務所
〒5500004 大 阪府大阪市西区柳本田]卜9‐15 近 議富山会館3階
TEL06‐6445-2811/FAX06‐ 6445‐2611

富山県名古屋事務所
〒460‐0008 愛 知県名古屋市中区採4‐1‐1 中 日LIИ 階
TEL052‐ 2614237/FAX052‐ 263‐フ308

(2008年 12月発行)
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